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６
月
３０
日
、
育
友
会
主
催

就
職
懇
談
会
が
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
就
職

活
動
本
番
を
控
え
た
３
年
次

生
の
ご
父
母
・
保
護
者
を
中

心
に
、
育
友
会
員
・
学
生
ら

１
８
４
人
が
参
加
。
３
氏
の

講
演
と
内
定
を
勝
ち
取
っ
た

４
年
次
生
４
人
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
真
剣

な
面
持
ち
で
聴
講
し
た
。

司
会
は
簔
口
芳
朗
育
友
会

副
会
長
が
担
当
。
は
じ
め
に

瀬
在
義
夫
育
友
会
長
が
「
長

女
の
就
職
活
動
に
際
し
、
昨

年
の
就
職
懇
談
会
で
伺
っ
た

『
あ
ま
り
活
動
内
容
に
つ
い

て
聞
か
な
い
』
『
交
通
費
を

出
す
』
『
お
い
し
い
物
を
食

べ
さ
せ
て
元
気
づ
け
る
』
と

い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
行

し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

娘
の
方
か
ら
現

状
に
つ
い
て
話

す
よ
う
に
な
っ

た
」
と
自
身
の
経
験
を
交
え

て
会
の
意
義
を
伝
え
た
。

一
つ
目
の
講
演
は
高
橋
力

就
職
部
次
長
に
よ
る
「
専
修

大
学
の
就
職
活
動
支
援
体
制

に
つ
い
て
」
。
２
０
１
４
年

３
月
卒
業
予
定
者
の
求
人
倍

率
（
１
・
２８
倍
）、
さ
ら
に
、

現
２
年
次
生
か
ら
は
、
倫
理

憲
章
の
見
直
し
に
よ
っ
て
予

想
さ
れ
る
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
変
更
な
ど
、
大
学
生
を

取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
解

説
し
た
後
、
保
護
者
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
し
て
「
就
職
活

動
の
主
役
は
学
生
。
自
身
の

体
験
や
仕
事
観
を
伝
え
て
視

野
を
広
げ
る
の
を
手
伝
う
な

ど
、
就
職
活
動
の
良
き
サ
ポ

ー
タ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

ま
た
、
充
実
し
た
就
職
支

援
講
座
、
４
年
次
生
や
卒
業

生
に
よ
る
支
援
、
き
め
細
か

な
就
職
相
談
を
柱
と
し
た
本

学
の
支
援
体
制
を
紹
介
。
最

後
に
「
『
就
活
』
が
う
ま
く

い
く
学
生
は
、
主
体
的
・
能

動
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
結
ん
だ
。

続
い
て
、
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
事

務
課
の
渡
辺
典
子
課
員
が

「
専
修
大
学
の
公
務
員
試
験

支
援
体
制
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
、
本
学
で
開
講
し
て

い
る
公
務
員
試
験
講
座
の
内

容
と
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
。
近

年
の
公
務
員
試
験
の
傾
向
と

し
て
「
人
物
（
面
接
）
試
験

重
視
」
を
挙
げ
、
「
筆
記
試

験
対
策
と
同
時
に
、
民
間
企

業
の
採
用
試
験
と
同
じ
く
、

模
擬
面
接
な
ど
で
対
策
を
立

て
る
必
要
が
あ
る
。
講
座
で

も
人
物
試
験
対
策
と
し
て
年

１０
回
程
度
、
対
策
を
行
っ
て

い
る
」
と
説
明
し
た
。

３
人
目
の
講
師
は
㈱
日
本

ア
ク
セ
ス
の
人
事
・
総
務
部

担
当
部
長
で
人
材
開
発
課
長

の
内
藤
輝
夫
氏
。
「
求
め
る

学
生
像
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
採
用
側
の
視
点
か
ら
講

演
し
た
。
最
近
の
学
生
像
と

し
て
「
あ
い
さ
つ
な
ど
、
当

た
り
前
の
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
話
し
、
「
意
識
す
る

こ
と
で
行
動
は
変
わ
る
。
ご

家
庭
で
日
ご
ろ
か
ら
指
摘
し

て
く
だ
さ
い
。
で
き
な
い
学

生
が
多
い
分
、
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
武
器
に
な
る
」。

「
就
職
活
動
は
落
ち
て
当

た
り
前
。
そ
こ
か
ら
ど
う
立

ち
直
る
か
が
大
切
。
ご
子
息

を
応
援
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
、
学
生
に
は
「
一
生
懸
命

や
っ
て
い
る
姿
は
誰
か
が
見

て
い
る
。
そ
こ
か
ら
縁
が
生

ま
れ
、
道
が
切
り
開
か
れ

る
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
過
密
に
な
り
、
企
業
の
「
厳
選
採
用
」
が
定
着

す
る
中
で
、
希
望
の
仕
事
に
就
く
た
め
に
学
生
生
活
で
何
を
心
が
け
た
ら
よ
い
の

か
。
本
特
集
で
は
育
友
会
就
職
懇
談
会
の
模
様
、
就
職
力
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
進
路
を
考
え
る
際
の
第
一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
２
０
１
３
年
３
月
卒
業
者
の

就
職
状
況
を
掲
載
し
た
。

就
職
内
定
者
４
人
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
は
、
長
澤
宏
幸
さ
ん
（
経

済
４
）
、
山
口
俊
さ
ん
（
法

４
）
、
小
菅
花
純
さ
ん
（
法

４
）
、
古
川
里
奈
さ
ん
（
文

４
）
が
登
壇
。
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
小
林
仁
就
職
課
主

任
か
ら
の
問
い
に
答
え
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
「
食
事
や
費
用
の
援
助

は
本
当
に
助
か
っ
た
」
（
山

口
さ
ん
）、「
父
に
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
の
添
削
な
ど
を
手

伝
っ
て
も
ら
っ
た
」
（
長
澤

さ
ん
）、「
常
に
前
向
き
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
情
報

収
集
も
手
伝
っ
て
く
れ
た
」

（
小
菅
さ
ん
）
と
い
っ
た
両

親
へ
の
感
謝
の
ほ
か
、
「
友

達
の
進
行
状
況
と
比
べ
ら
れ

る
の
は
つ
ら
い
」
（
古
川
さ

ん
）
と
い
っ
た
意
見
も
。

後
輩
に
向
け
、
山
口
さ
ん

は
「
『
就
活
』
の
進
め
方
に

正
解
は
な
い
。
有
名
な
企
業

だ
か
ら
良
い
の
で
は
な
く
、

自
分
に
合
っ
た
企
業
を
探
し

て
く
だ
さ
い
」
。
古
川
さ
ん

は
「
活
動
が
本
格
化
し
た
ら

時
間
に
余
裕
が
な
く
な
る
の

で
、
特
に
筆
記
試
験
対
策
は

今
か
ら
で
も
始
め
る
べ
き
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

４
年
次
生
・
卒
業
生
を
対

象
と
し
た
「
学
内
企
業
説
明

会
ｉ
ｎ
生
田
」
が
５
月
２９
日

か
ら
３１
日
ま
で
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
延
べ

７
０
５
人
が
参
加
し
た
。

採
用
実
績
の
あ
る
企
業

や
、
専
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
在

籍
す
る
企
業
な
ど
、
本
学
の

採
用
を
積
極
的
に
考
え
て
い

る
企
業
２
２
９
社
の
採
用
担

当
者
が
来
校
。
参
加
し
た
学

生
た
ち
は
、
就
職
課
職
員
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

後
、
各
企
業
の
ブ
ー
ス
を
訪

れ
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、

熱
心
に
説
明
を
聞
い
た
。

７
、
８
月
に
は
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
向
ヶ
丘
遊

園
駅
北
口
徒
歩
１
分
）
で
実

施
さ
れ
る
（
日
程
は
左
記
）。

就
職
課
で
は
、
学
生
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
各
種
就
職

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
お
り
、
「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

講
座
」
や「
マ
ス
コ
ミ
講
座
」

な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
業

種
に
特
化
し
た
講
座
も
開
講

し
て
い
る
。

１
～
４
年
次
生
３０
人
が
受

講
し
て
い
る
「
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
講
座
」
は
４
月
か
ら
来
年

３
月
ま
で
行
わ
れ
て
い
る

（
全
５０
回
）
。
講
師
は
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
養
成
私
塾
「
山
本

勉
強
会
」
を
主
宰
す
る
山
本

勇
氏
と
、
同
勉
強
会
の
卒
業

生
で
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
若
林
健
治
氏
の
２
人
で
、

発
声
・
発
音
の
基
礎
か
ら
採

用
試
験
対
策
ま
で
、
総
合
的

に
指
導
。
過
去
、
受
講
生
は

０９
年
に
日
本
テ
レ
ビ
、
１０
年

に
静
岡
放
送
、
１１
年
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
、
１２
年
に
南
海
放
送
に
入

社
。
今
年
度
は
山
梨
放
送
に

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
内
定

し
て
お
り
、
実
績
を
残
し
て

い
る
。

６
月
１９
日
の
第
１１
回
講
義

で
は
自
己
Ｐ
Ｒ
の
発
表
が
行

わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
講
座

で
作
成
し
て
き
た
自
己
Ｐ
Ｒ

を
一
人
ひ
と
り
発
表
。
山
本

氏
が
内
容
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
指
摘
な

ど
、
き
め
細
か
く
指
導
し
、

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
試
験
は
手

順
が
多
く
、
手
間
が
か
か

る
。
日

々
の
積
み
重
ね
が

大
切
」
と
心
構
え
を
伝
え

た
。中

学
生
の
頃
か
ら
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
に
憧
れ
て
い
た
と
話

す
受
講
生
の
五
十
川
裕
明
さ

ん
（
文
３
）
は
、
こ
の
講
座

に
魅
力
を
感
じ
て
専
大
に
入

学
。「
１
年
次
か
ら
受
講
し
、

こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
こ

と
が
自
信
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指

し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
も
ち

ろ
ん
、
山
本
先
生
か
ら
は
社

会
人
と
し
て
の
基
本
も
指
導

し
て
い
た
だ
き
、
講
座
を
通

し
て
人
間
力
を
磨
い
て
い
ま

す
」
と
感
想
を
話
し
た
。

学内企業説明会 in サテライト

■実施日 ７月１８日（木）

８月５日（月）

８月６日（火）

※１日各１５～２０社

■時間 １３：００～１７：００

※８月６日のみ２展開

ＡＭ １０：００～１３：００

ＰＭ １４：００～１７：００

＊参加企業など詳細は S-net 掲

示板でお知らせします。

◀

多
く
の
保
護
者
が
来
場
し
た

２２９
社
、４
年
次
生
・
卒
業
生
延
べ
７０５
人
参
加

就
職
特
集

就
職
特
集
３～５面３～５面

実 り あ る

就 活 の た め に

学内企業説明会 in 生田学内企業説明会 in 生田

育友会が就職懇談会を開催育友会が就職懇談会を開催

パネルディスカッション

▲ ４人の学生が体験談を披露

▶

多
く
の
企
業
、
学
生
が
参
加

内定者が助言

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
講
座

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
講
座

総合的に指導

基礎から試験対策まで

▶ 学生にアドバイスする山本氏

��
就就
活活
��は
主
体
的
・
能
動
的
に

▲ 講演する内藤氏

▲ あいさつする

瀬在会長
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